
1

明
治
天
皇
勅
願
所
の
「
中
山
寺
」

増

山

雄

三

六

十

年

以

上

に

及

ん

だ

私

の

友

人

が

、

今

年

の

一

月

に

八

十

三

才

才

で

亡

く

な

っ

た

の

で

、

コ

ロ

ナ

禍

の

な

か

な

が

ら

、

彼

の

奥

さ

ん

の

実

家

で

宝

塚

に

あ

る

「

中

山

寺

」

で

、

家

族

葬

が

行

わ

れ

た

の

で

、

阪

急

宝

塚

線

に

乗

り

「

中

山

観

音

駅

」

で

下

車

し

た

。

駅

の

北

口

を

出

る

と

、

甘

栗

や

炭

酸

せ

ん

べ

い

を

売

る

店

が

並

ぶ

、

中

山

寺

へ

の

参

道

が

続

い

て

い

る

が

、

ま

だ

時

間

が

あ

っ

た

の

で

、

「

草

だ

ん

ご

」

の

文

字

に

つ

ら

れ

て

、

「

き

く

水

」

の

の

れ

ん

を

く

ぐ

り

、

素

朴

な

粒

あ

ん

に

舌

鼓

を

う

っ

た

。

中

山

寺

は

、

安

産

祈

願

寺

と

し

て

有

名

で

、

地

元

で

は

「

中

山

さ

ん

」

と

親

し

み

を

こ

め

て

呼

ば

れ

、

真

言

宗

中

山

派

大

本

山

の

寺

院

だ

が

、

山

号

は

紫

雲

山

と

い

い

、

西

国

三

十

三

所

観

音

霊

場

の

札

所

で

も

あ

り

、

本

尊

は

、

イ

ン

ド

の

勝

髷

夫

人

の

姿

を

写

し

た

、

「

十

一

面

観

世

音

菩

薩

」

で

あ

る

。
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左

右

の

脇

侍

も

十

一

面

観

音

で

、

本

尊

と

合

わ

せ

て

三

十

三

面

と

な

り

、

観

音

教

が

説

く

、

観

音

菩

薩

の

三

十

三

権

変

化

身

を

表

し

、

真

の

功

徳

が

得

ら

れ

る

と

さ

れ

て

い

る

も

の

だ

。

寺

伝

に

よ

れ

ば

、

こ

の

寺

は

、

聖

徳

太

子

が

建

立

し

た

日

本

最

初

の

観

音

霊

場

で

、

創

建

さ

れ

た

経

緯

は

二

つ

あ

り

、

一

つ

は

十

四

代

仲

哀

天

皇

の

子

で

あ

る

忍

熊

皇

子

の

追

善

供

養

の

た

め

と

い

う

の

と

、

あ

と

一

つ

は

、

聖

徳

太

子

に

敗

れ

た

、

物

部

守

屋

の

霊

を

鎮

め

る

た

め

に

建

立

さ

れ

た

と

い

わ

れ

る

。

そ

し

て

、

奈

良

時

代

に

は

大

小

多

数

の

堂

塔

伽

藍

を

備

え

た

大

寺

院

だ

っ

た

と

伝

わ

り

、

「

極

楽

中

心

仲

山

寺

」

と

称

さ

れ

て

い

た

と

い

う

が

、

養

老

二

年

（

七

一

八

年

）
、

大

和

長

谷

寺

の

徳

道

上

人

が

、

閻

魔

大

王

か

ら

「

観

音

信

仰

を

広

め

る

よ

う

に

」

と

言

わ

れ

て

、

御

宝

印

を

授

か

っ

た

と

い

う

。

徳

道

は

そ

の

御

宝

印

を

、

当

寺

の

中

山

寺

古

墳

の

石

棺

に

納

め

た

と

い

う

が

、

約

二

百

七

十

年

後

の

平

安

時

代

に

花

山

法

皇

が

そ

れ

を

見

つ

け

、

西

国

三

十

三

所

観

音

巡

礼

を

再

興

し

、

中

山

寺

を

第

二

十

四

番
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札

所

に

し

た

と

い

う

。

ま

た

、

当

寺

は

先

に

話

し

た

よ

う

に

、

安

産

祈

願

の

霊

場

と

し

て

、

皇

族

や

貴

族

そ

れ

に

源

頼

朝

な

ど

の

武

家

の

ほ

か

、

庶

民

に

至

る

ま

で

深

い

信

仰

を

集

め

た

も

の

の

、

天

正

六

年

（

一

五

七

八

年

）

に

始

ま

っ

た

、

荒

木

村

重

と

織

田

信

長

と

の

有

岡

城

の

戦

い

の

戦

火

を

受

け

、

多

宝

塔

や

五

重

塔

を

含

む

、

全

山

が

焼

失

し

て

し

ま

っ

た

。

そ

れ

で

も

、

慶

長

八

年

（

一

六

○

三

年

）

に

は

、

豊

臣

秀

頼

に

よ

っ

て

、

本

堂

に

護

摩

堂

そ

れ

に

阿

弥

陀

堂

等

の

伽

藍

が

再

建

さ

れ

、

幕

末

に

は

、

明

治

天

皇

が

出

産

す

る

時

、

安

産

祈

願

を

し

て

無

事

出

産

し

た

事

か

ら

、

「

明

治

天

皇

勅

願

所

」

と

な

っ

た

。

と

こ

ろ

が

、

阪

神

・

淡

路

大

震

災

で

、

堂

舎

や

塔

頭

の

総

持

院

な

ど

が

被

災

し

焼

失

し

た

も

の

の

、

の

ち

に

復

興

し

た

が

、

こ

こ

は

、

中

山

と

い

う

山

が

背

後

に

あ

り

、

山

腹

に

あ

る

中

山

奥

乃

院

に

は

厄

神

明

王

が

祀

ら

れ

、

本

堂

脇

の

湧

水

は

大

悲

水

と

呼

ば

れ

て

、

祈

祷

を

受

け

た

腹

帯

の

授

与

を

求

め

、

日

本

各

地

か

ら

多

く

の

参

詣

者

が

訪

れ

て

い

る

。
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そ

ん

な

由

緒

が

あ

る

こ

の

寺

の

本

堂

で

、

「

野

を

も

す

ぎ

里

を

も

ゆ

き

て

中

山

の

寺

へ

参

る

は

後

（

の

ち

）

の

世

の

た

め

」

と

い

う

、

ご

詠

歌

が

流

れ

る

中

で

挙

行

さ

れ

た

葬

事

で

、

長

か

っ

た

彼

と

の

思

い

出

を

胸

に

浮

か

べ

な

が

ら

、

寺

を

あ

と

に

し

た

。

こ

の

宝

塚

駅

か

ら

は

、

西

宮

北

口

を

経

由

し

て

今

津

線

が

走

っ

て

い

る

が

、

宝

塚

駅

か

ら

二

つ

目

の

駅

が

「

逆

瀬

川

駅

」

で

、

駅

の

北

側

に

は

、

六

甲

山

東

の

小

笠

峠

に

源

を

発

し

、

急

流

を

下

っ

て

宝

塚

中

州

で

武

庫

川

に

注

ぐ

、

支

流

の

逆

瀬

川

が

流

れ

て

い

る

が

、

周

囲

は

閑

静

な

住

宅

街

に

な

っ

て

い

る

。

こ

こ

は

、

昭

和

六

十

二

年

（

一

九

八

七

年

）

に

再

開

発

さ

れ

た

橋

上

駅

で

、

東

口

か

ら

「

ア

ピ

ア

」

と

い

う

、

四

つ

の

シ

ョ

ッ

ピ

ン

グ

ビ

ル

に

つ

な

が

り

、

通

路

上

に

あ

る

「

風

見

鶏

と

か

ら

く

り

時

計

」

が

、

何

と

な

く

お

洒

落

な

風

情

を

漂

は

せ

て

い

る

。

一

方

、

阪

急

神

戸

線

の

夙

川

駅

か

ら

甲

陽

園

ま

で

走

る

甲

陽

線

の

、

桜

の

ト

ン

ネ

ル

の

中

を

電

車

が

走

る

「

苦

楽

園

口

駅

」

が

あ

る

が

、

三

駅

し

か

な

い

甲

陽

線

で

唯

一

の

途

中

駅

で

、

左

手

に

六

甲

山

を

眺

め
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な

が

ら

ゆ

っ

く

り

と

走

る

。

そ

れ

に

単

線

な

の

で

、

早

朝

と

深

夜

以

外

は

、

苦

楽

園

口

で

上

下

線

の

電

車

が

必

ず

す

れ

違

い

、

東

側

は

松

並

木

と

桜

並

木

が

続

く

「

夙

川

公

園

」

で

、

そ

こ

は

シ

ー

ズ

ン

に

は

「

さ

く

ら

道

と

も

呼

ば

れ

、

そ

の

美

し

さ

は

天

下

一

品

で

、

そ

ん

な

桜

の

ト

ン

ネ

ル

の

中

、

電

車

は

夙

川

の

鉄

橋

を

渡

っ

て

甲

陽

園

へ

と

向

か

っ

て

い

く

の

だ

。

こ

の

公

園

は

、

正

式

名

称

で

は

「

夙

川

河

川

敷

緑

地

」

と

い

い

、

夙

川

の

河

川

敷

沿

い

に

、

南

は

香

枦

園

浜

の

海

岸

部

か

ら

、

北

は

銀

水

橋

ま

で

の

約

四

㌔

に

わ

た

っ

て

「

街

路

」

と

し

て

整

備

さ

れ

た

公

園

緑

地

で

あ

り

、

公

園

に

続

く

道

路

は

「

夙

川

オ

ア

シ

ス

ロ

ー

ド

」

と

呼

ば

れ

て

い

る

。

大

正

か

ら

昭

和

に

か

け

、

阪

神

地

域

で

は

宅

地

開

発

で

、

河

川

敷

の

処

分

が

進

め

ら

れ

た

が

、

西

宮

市

は

、

開

発

が

進

む

と

古

来

の

風

致

が

損

な

わ

れ

る

事

を

憂

い

、

昭

和

三

年

（

一

九

二

八

年

）

に

、

夙

川

両

岸

の

公

園

化

を

知

事

に

上

申

し

た

結

果

、

認

め

ら

れ

周

辺

の

居

住

者

ｂ

も

緑

の

多

い

良

好

な

生

活

環

境

と
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水

害

防

止

の

恩

恵

を

受

け

よ

う

に

な

っ

た

。

こ

の

公

園

の

見

ど

こ

ろ

は

、

臨

港

線

か

ら

夙

川

橋

付

近

ま

で

の

二

、

七

㌔

に

、

約

千

七

百

本

の

桜

の

木

が

植

え

ら

れ

て

い

る

事

で

、

夙

川

駅

か

ら

苦

楽

園

口

駅

に

か

け

多

く

の

露

店

も

並

ん

で

い

た

が

、

ゴ

ミ

の

不

法

投

棄

問

題

で

禁

止

さ

れ

、

そ

の

代

わ

り

に

「

西

宮

さ

く

ら

祭

り

」

が

開

催

さ

れ

、

「

桜

め

ぐ

り

ウ

オ

ー

ク

ラ

リ

ー

」

の

イ

ベ

ン

ト

が

行

わ

れ

る

。

一

方

、

阪

急

伊

丹

線

は

、

神

戸

線

の

塚

口

駅

か

ら

伊

丹

へ

向

か

う

が

、

そ

の

中

間

駅

に

「

稲

野

駅

」

が

あ

り

、

踏

切

を

は

さ

ん

で

上

下

線

の

駅

舎

が

別

々

に

建

っ

て

い

て

、

西

口

に

あ

る

「

い

な

の

商

店

街

」

に

は

、

日

用

品

店

や

文

具

店

、

そ

れ

に

洋

菓

子

店

に

生

花

店

な

ど

の

、

庶

民

的

な

店

が

沢

山

並

ん

で

い

る

。

そ

こ

の

周

辺

は

、

戦

前

に

阪

急

が

開

発

し

た

住

宅

地

が

あ

り

、

静

か

な

街

並

み

の

中

に

、

ち

ょ

っ

と

し

ゃ

れ

た

カ

フ

ェ

が

あ

っ

た

り

す

る

が

、

駅

の

西

側

に

は

、

推

定

建

造

年

代

が

五

世

紀

後

半

と

さ

れ

る

、

兵

庫

県

史

跡

に

な

っ

て

い

る

、

全

長

が

約

五

十

二

米

あ

る

、

「

御

願

塚

（

ご

が

ず

か

）

古

墳

」

が

あ

る

。
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こ

の

古

墳

は

、

尼

崎

の

塚

口

辺

り

ま

で

点

在

し

て

い

た

、

塚

口

古

墳

群

の

北

端

に

あ

り

、

多

く

の

古

墳

が

失

わ

れ

る

中

で

、

ほ

ぼ

造

営

当

時

の

原

型

を

留

め

て

い

る

、

帆

立

貝

式

の

も

の

で

あ

る

。

以

前

は

、

周

囲

に

満

塚

・

掛

塚

・

温

塚

・

破

塚

の

四

基

の

陪

塚

が

あ

り

、

こ

の

四

基

と

合

わ

せ

、

五

ケ

塚

と

呼

ば

れ

て

い

た

も

の

が

転

じ

て

、

「

御

願

塚

」

に

な

っ

た

と

さ

れ

る

が

、

四

基

の

陪

塚

は

、

い

ず

れ

も

宅

地

造

成

で

破

壊

さ

れ

て

し

ま

い

、

跡

地

に

は

石

碑

だ

け

が

建

っ

て

い

る

。

そ

し

て

、

伝

承

に

よ

る

と

、

昆

陽

池

を

造

成

し

た

「

僧

・

行

基

」

が

、

当

地

で

開

墾

の

完

遂

を

祈

願

し

た

と

さ

れ

、

古

墳

の

頂

部

に

は

、

宝

永

九

年

（

一

六

八

一

年

）

創

建

の

「

南

神

社

」

が

鎮

座

し

、

古

墳

を

発

掘

し

た

と

き

に

、

石

棺

を

発

見

し

た

。

長

い

間

、

そ

れ

は

孝

徳

天

皇

の

陵

墓

だ

と

信

じ

ら

れ

て

い

た

が

、

そ

れ

は

誤

り

で

、

今

で

は

そ

れ

は

、

こ

の

地

を

支

配

し

た

豪

族

が

被

葬

者

で

あ

る

、

と

い

う

説

が

有

力

に

な

っ

て

い

る

と

い

う

。

令

和

三

年

三

月


